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＜連絡事項＞

○本日､上級昇格試験最終日となっています。本日17:30～ﾒﾝﾀﾙ3階会議室にて実施する予定です。該当者は時間までに集合をお願いします。

○H24.5.29(16:30～)病院2階会議室にて医局連絡会が行われます。参加者は時間までに参加をお願いします。

＜外来患者様情報＞

①新入院患者紹介

○横山　耕生様(36)　主治医：川端Dr　主病名：統合失調症　任意入院　東病棟Bﾕﾆｯﾄ

大学1年時(H6年)に幻聴､被毒妄想､不眠､易怒性等の症状が出現。上記症状が増悪して､H10.6.23栗田病院へ入院(～H10.7.1)。症状再燃してH14.5.14同院へ2回目の入院。H15.5.24退院後､三沢市への転居してH15.6.6より当院への通院を継続。幻聴､被害妄想等の症状が顕著となり､H15.7.12当院へ1回目の入院(～H18.1.31)。退院後も症状の再燃により当院へ2回の入院歴がある(H21.2.24～H21.4.21､H21.12.15～H23.5.29)。H23.5.29退院後は､自立訓練施設｢青山荘｣へ入所して､当院への通院を継続。感情鈍麻､無為･自閉性が強く､活動性が低下していた。また､喫煙や間食･水分摂取量の抑制が困難で､職員の強力な見守り･指導を要していた。夜間､他入所者へ執拗に煙草を要求する等の迷惑行為が頻回で､施設対応が困難となり､H24.5.23当院へ4回目の入院となっている。
②新規患者様紹介

○渡邊　泰三様(73)　主治医：川端Dr　主病名：躁うつ病

H14年､抑うつ感･不安感等の症状が出現し､酩酊状態で電気ｺｰﾄﾞを首に巻き自殺を図ることがあった。H23.3.11東日本大震災後より､不安感･焦燥感が強まり､その後も情動が不安定で､H23年8月に自殺を図ることがあった。上記状態が軽減せず､H24.1.30八戸赤十字病院を受診。同院にて抗不安薬が処方されていた。その後も情動は不安定で､H24年5月､自殺を図ることがあった。上記症状が持続していたことから､H24.5.23当院を初診。頭部CT施行し､ﾗｸﾅ梗塞両基底核に異常所見が認められていた。また､情動が不安定であることから､抗不安薬･抗精神病薬を処方。当院受診後､帰宅した際本人より入院治療による症状の軽減の希望があり､翌24日､当院を受診。入院することとなっていたが､｢落ち着いて治療できない｣等の入院環境に対する不満があり､入院は行わないこととなっていた。今後は当院への外来通院を継続し､情動の安定化を図っていくこととしている。
○青柳　想様(35)　主治医：安ヶ平Dr　主病名：適応障害

H24年2月､三沢市立病院へ転職。外来看護師として配属され､透析の業務を行っていた。業務内容を覚えることや､自身の理想と違う業務成績に対して悩むようになり､H24年4月中旬頃より抑うつ感･不安感等の症状が出現。上記症状により､睡眠が悪化していた。また､同時期より仕事と育児の両立に対して強いｽﾄﾚｽを感じるようになり､時折､自宅で感情失禁をすることが増えていた。職場でﾐｽをした際､ｽﾄﾚｽが強まり､過呼吸を起こすこともあった。H24年5月より､食欲の低下､嘔吐等の症状が出現。その後も情動が不安定で､不眠､食欲の低下等の症状が持続していたことから､H24.5.24当院を初診。心理検査(CMI)を施行し､領域Ⅱと判定。情動の安定化を目的として､抗不安薬を処方。2週間後に受診予定となっている。
③精神科ﾃﾞｲｹｱ　見学希望者

○中村　茂　様(50)　主治医：田名部Dr　主病名：統合失調症

　H24.6.1よりｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑあおめに入所予定となっており､日中活動場所としてﾃﾞｲｹｱ･ﾃﾞｲﾅｲﾄｹｱの利用が検討されている。H24.5.30当院受診予定である為､同日の診察後､ﾃﾞｲｹｱの見学を実施の予定。

＜通所利用者様情報＞

○久保　興介様…埼玉県に在住している兄の自宅へ出かける為､H24.5.26より2泊3日で埼玉県へ旅行する予定。単身で旅行するとのことで､本日､母と共に切符の購入に出かけると話している。

○駒木　洋　様…通所から帰宅した際､強い疲労感が生じることがある様子。また､帰宅後に1時間程睡眠を摂ることや､夜中に中途覚醒することがあり､睡眠が不安定となっている。自身でも､｢最近調子が落ちている｣等と主治医へ報告している。H24.5.25受診時､処方薬の変更は行わず､経過観察となっている。今後も疲労感､不眠等の症状の観察･確認を密に行っていく。
○関　秀治　様…入所しているｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑにてBS放送の接続が完了したとの報告を主治医へ行っている。本人は､｢見る番組が増えた｣等と話している。

○船場　幸子様…日中活動について､入所している青山荘職員と相談している。今後は､ﾃﾞｲｹｱの利用を月･水･金曜日に行い､青山荘の生活訓練ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを火･木曜日に行う予定としており､主治医へも報告している。具体的なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容や開始日等については､現在調整を図っている。

○古舘　ヨリ様…現在､病状が不安定となっており､｢人の声が聞こえる｣等と訴えることや､｢生きていることが怖くなってきたから警察に相談する｣等と訴えること､頻回に足の痛みを訴え､ﾃﾞｲｹｱの利用を欠席することが続いている。また､金銭管理に対しても強い不安を抱いており､｢金がなくて不安だから｣等という理由でﾃﾞｲｹｱを欠席することもある。今後､ﾃﾞｲｹｱ職員と生活状況･金銭管理状況の確認を行い､不安の軽減を行っていく。また､病状の観察を密に行い､随時関係機関へ情報提供していく。

○赤石　陽介様…H24年6月初旬頃､胆嚢の手術を施行する為､八戸赤十字病院へ入院予定。また､その後はうみねこ幸房の退所､他作業所の利用の開始を検討しており､本日､見学も行う予定であるとのこと。うみねこ幸房へ､本人より退所の相談は行われておらず､自身も｢言いづらい｣と話している。うみねこ幸房の利用について､同施設職員との面談を検討していく為､外来SWより日程調整を行う予定。

○高柳　和子様…右膝の疼痛を訴え､足を引きずって歩く等､歩行にも影響が出ている様子。本日､整形外科を受診予定。

○下町サン子様…H24.5.24眩暈､ふらつき等が認められていた。本日も上記症状が持続しており､転倒することもあった。ﾊﾞｲﾀﾙの確認を行うが､異常所見は認められていない。今後も症状の観察を行い､転倒等の危険性を防いでいく。

○村上　元道様…H24.5.20兄が実家へ帰郷し､両親と同居。同居に伴い､兄が受けていた生活保護の受給や､兄が同居することで両親の生活費への影響を本人が懸念することがあり､｢市役所に､兄の生活保護について聞いてみる｣等と訴えることがあった。職員より､両親に確認することが必要であることをｱﾄﾞﾊﾞｲｽされ､本人は母に確認していた。母より､兄が生活保護の受給を断り､現在は両親の年金(10万円程/月)で生活がなされていること､兄は就職することを検討していることを説明されている。母より､｢今のところ心配はない｣と説明を受けていることを職員へ報告している。

＜来週の新患者様・新入院患者様情報＞

○田中　ナミ様(86)  H24.5.28受診予定

H21.10.23自宅近くの竹林にて転倒。腰椎を圧迫骨折し､田名部整形外科を受診。手術の適応とは判断されず､自宅療養となる。その後より食事摂取量･水分摂取量の低下が顕著となる。脱水症及び骨折の治療を目的として､H22.2.23八戸西病院へ入院(～H22.3.6)。入院中には幻視が認められており､死んだ兄弟や夫が見えると訴えることや､次男の嫁に対して､死んだ人間が来ると話す事があった。H22.3.6同院退院後は自宅療養となり､介護保険ｻｰﾋﾞｽの利用を開始。その後も幻視の症状は持続していた。H23年5月頃からは､｢死んだ兄弟が自分の米を盗んでいく｣と訴え､自室に米を隠す行為や､｢ﾊﾞｯｸが盗まれる｣とﾊﾞｯｸを隠す行為(隠しても発見する事が出来ない)等が出現。H24年3月頃からは､実際には存在しないが｢犬に餌をやる｣と残飯を農業用のﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ(本人にとっては犬の居る場所)に持ち込む行動が出現。同行動を家族が制止すると興奮し､夜間であっても家から飛び出す行動があった。本人は実際に犬の鳴き声が聞こえると幻聴も認められる。犬に餌を作ると行動することで､ｶﾞｽﾚﾝｼﾞを使用するなど､火の不始末も見られるようになる。上記状態から家族が対応困難となり､認知症疾患医療ｾﾝﾀｰへ受診相談がある。H24.5.28受診予定としている。
